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【研究の背景・目的・内容】 

 地球環境の持続可能性を考えることは、未来を生きる子どもたちの環境を考えていくことであることから、子

どもの環境を、ミクロとマクロの両視点から考えている。SDGｓランキング1位（2020）となった北欧スウェー

デンでの10年以上に亘る保育・研究経験から、今後の日本社会において必要な子どもの環境について、家庭・

園・地域・地球環境という視野で追求している。博士論文の比較の指標として明らかにしたのは、「体験（感覚）」

「モデル（循環）」「科学（知識）」「倫理（集団倫理）」「行動（実践）」の「5つの視点の環境認識論的モデル」である。 

【応用例、研究の展望】 

 国際比較の視点から、スウェーデンでは、ESDやSDGsを政策的・教育的レベルで今世紀に入り強化してお

り、市民のサステイナビリティの認識度は高い。日本では、DESDはじめ、教育レベルでの強化をしているが、

SDGｓといった政策レベルとの融合、つまりボトムアップとトップダウンの融合が今後の展望として望まれてい

る。 

【研究方法の特色】 政策的レベルでは、国・企業・学校・民間団体の連携やつながりによるよりよい子ども環境の

在り方を、キーパーソンにインタビュー調査、アンケート調査を行っている。教育的レベルでは、家庭や園・地域

における子どもや親の保育の実態を、ワークショップやイベントの参与観察やインタビュー調査、アンケート調査

により明らかにしている。 
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